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２
部
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波

茂
代
表
を
進
行
役

に
、
片
岡
市
長
と
岡

山
ト
ル
コ
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ア
リ
・
ビ
ン

ギ
ョ
ル
代
表
（
ト
ル

コ
）、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
緊
急
救
援

委
員
会
の
ア
ン
デ
ィ
・
フ
ス

ニ
・
タ
ン
ラ
委
員
長
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。４

人
は
「
相
互
扶
助
」
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
。
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
を
海
外
か
ら
支

援
し
た
理
由
を
ア
リ
代
表
は

「
日
本
と
ト
ル
コ
は
昔
か
ら
仲

良
く
、
大
切
に
思
っ
て
い
る
国
。

そ
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
」
と
。
ア
ン
デ
ィ

委
員
長
は
「
日
本
人
に
お
世
話

に
な
り
、
家
族
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。
何
か
し
て
あ
げ
た
い

と
思
っ
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

菅
波
代
表
は
「『
困
っ
た
と
き

は
お
互
い
さ
ま
』
と
い
う
相
互

扶
助
の
精
神
は
時
間
と
空
間
を

越
え
て
い
く
」
と
ま
と
め
ま
し

た
。
ま
た
、
市
長
は
「
震
災
直

後
、
市
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
連
携
し

て
い
な
か
っ
た
ら
支
援
に
現
地

へ
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
か
っ

た
」
と
話
し
、
日
ご
ろ
か
ら
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
を
築
い

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し
ま

し
た
。

菅
波
代
表
は
１
部
で
紹
介
さ

れ
た
総
社
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
施
策
に
つ
い
て
、「
社
会
的

に
弱
い
立
場
の
人
の
た
め
の
事

業
で
あ
り
、
相
互
扶
助
の
精
神

に
基
づ
い
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
」
と

評
価
。
ア
リ
代
表
と
ア
ン
デ
ィ

委
員
長
も
「
す
べ
て
の
人
が
共

存
で
き
る
社
会
に
な
る
の
で

は
」
と
話
し
ま
し
た
。
市
長
は
、

「
市
の
政
策
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い

う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
ア
ジ

ア
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。
菅

波
代
表
は
、
会
場
に
集
ま
っ

た
ア
ジ
ア
１３
か
国
と
地
域
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
を
含
む
約
７

０
０
人
の
参
加
者
に
「
総
社

の
施
策
を
世
界
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
に
し
、
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
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緊急救援委員会
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片岡聡一総社市長　

ＡＭＤＡグループ　菅波茂代表

総社ブラジリアンコミュニティ会長の譚
たん

俊
しゅん

偉
わい

さん（後列左から４人目）とメンバーの皆さん。
譚さんは「これからも子どもたちの将来を応援してください」とあいさつした

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
１
部
で
は
、

市
が
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
新
生
活
交
通
「
雪
舟
く
ん
」、

障
が
い
者
千
人
雇
用
、
地
産
地

消
「
地
・
食
べ
」
事
業
、
子
育

て
王
国
そ
う
じ
ゃ
、
多
文
化
共

生
の
５
つ
の
独
自
政
策
を
市
長

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
事
業
に

加
え
自
主
防
災
組
織
や
官
学
協

働
の
活
動
を
実
践
者
の
発
表
や

映
像
で
紹
介
。
障
が
い
者
や
高

齢
者
、
子
ど
も
、
外
国
人
な
ど

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
も
安

心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
ア
ジ
ア
へ
発
信

し
ま
し
た
。

◆
自
分
で
行
動
「
自
主
防
災
」

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考

え
守
ろ
う
」
と
、
昨
年
４
月
に

下
原
・
砂
古
自
主
防
災
組
織
が

発
足
。
代
表
の
川
田
嘉
さ
ん
が

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
避
難
訓
練
の

実
施
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
要
援
護
者
の
台
帳
作
成
、
自

立
し
た
防
災
活
動
を
計
画
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

な
ど
。
多
く
の
人
が
参
加
し
や

す
い
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

川
田
さ
ん
は
「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
。
受
身
で
な
く
自

主
的
に
取
り
組
む
と
い
う
意
識

を
も
つ
こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

◆
「
官
学
協
働
」
で
地
域
貢
献

岡
山
県
立
大
学
地
域
共
同
研

究
機
構
長
の
横
田
一
正
さ
ん
が

総
社
市
と
共
同
研
究
し
た
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
デ
ザ
イ
ン
作
成
や
「
地
・
食

べ
」
事
業
の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
、

防
災
公
園
「
常
盤
公
園
」
の
整

備
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
田
さ
ん
は
「
行
政
、
地
域

社
会
と
の
交
流
を
密
に
し
、
皆

さ
ん
の
相
談
役
に
な
り
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

◆
「
障
が
い
者
千
人
雇
用
」

を
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

障
が
い
者
千
人
雇
用
セ
ン
タ

ー
の
前
田
光
彦
さ
ん
が
、
働
く

障
が
い
者
の
様
子
や
障
が
い
者

を
雇
用
し
て
い
る
企
業
、
事
業

所
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
は
、
草
取
り
な
ど

の
環
境
整
備
や
瓦
の
製
造
、
部

品
の
組
み
立
て
、
農
業
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事
し
、

自
立
の
道
を
進
ん
で
い
ま
す
。

前
田
さ
ん
は
「
市
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
総
社
、
障
が
い
者
千
人

雇
用
セ
ン
タ
ー
が
１
０
０
０
人

の
就
労
を
目
指
し
て
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
、
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
と
熱
意
を
話
し
ま
し
た
。

下原・砂古自主防災組織
代表　川田嘉さん

岡山県立大学地域共同研
究機構長　横田一正さん
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センター　前田光彦さん

市が先駆的に取り組んでいる独自政策をアジア地域に発信し、相互扶
助のネットワークを広げようと、国際フォーラム「総社の活力をＡＳＩＡ
（アジア）へ発信～総社市・ＡＭＤＡ相互扶助ネットワークフォーラム～」
（市とＡＭＤＡの共催）を４月１４日、市民会館で開催しました。
問い合わせ　人権・まちづくり課国際・交流推進係（1９２－８２４２）


